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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
発
化

に
つ
な
が
り
、
異
年
齢
の

子
ど
も
同
士
だ
け
で
な
く
、

友
達
の
親
や
地
域
の
お
年

寄
り
と
も
交
流
や
ふ
れ
あ

い
が
生
ま
れ
る
場
と
な
っ

て
い
る
。
加
入
率
は
平
成

４
年
度
94
％
、
令
和
４
年

度
50
％
で
あ
る
。
加
入
率

の
低
下
が
問
題
で
、
子
供

の
趣
味
や
習
い
事
な
ど
の

生
活
環
境
の
多
様
化
、
及

び
共
働
き
世
帯
の
増
加
や

少
子
化
な
ど
の
役
員
の
な

り
手
不
足
が
原
因
。

　
　

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

　
　

小
学
６
年
生
か
ら
大

学
生
ま
で
24
人
が
所
属
す

る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が

子
供
た
ち
の
見
本
と
な
り
、

組
織
の
理
想
像
と
な
る
機

会
を
と
ら
え
、
両
者
の
連

携
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
　

近
年
、
通
学
路
に
お

い
て
児
童
生
徒
を
巻
き
込

む
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き

て
い
る
が
、
危
険
箇
所
の

件
数
と
対
策
を
伺
う
。

　
　

危
険
箇
所
は
小
中
学

校
か
ら
97
件
の
報
告
が
あ

る
。
ま
た
、
蒲
郡
市
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
、
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
推
進
室
も
加
わ

り
関
係
機
関
と
連
携
し
、

対
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　

各
学
校
か
ら
の
要
望

内
容
と
実
施
予
算
を
伺
う
。

　
　

要
望
は
歩
道
の
設
置

及
び
拡
幅
が
多
く
、
予
算

は
重
点
配
分
対
象
事
業
の

た
め
、
補
助
率
55
％
の
国

の
交
付
金
も
活
用
し
て
実

施
し
て
い
く
。

 　
　

現
状
と
問
題
を
伺
う
。

　
　

子
ど
も
会
は
地
域
の

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

子
ど
も
会
に
つ
い
て

問

問答

問問問 答答答

い
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
。

条
例
か
ら
保
証
人
規
定
を

削
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

高
齢
化
や
単
身
世
帯

の
増
加
に
よ
り
、
今
後
、

保
証
人
制
度
が
市
営
住
宅

に
入
居
で
き
な
い
原
因
と

な
る
可
能
性
も
認
識
し
て

い
る
。
廃
止
し
た
自
治
体

の
状
況
等
を
研
究
し
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

買
い
物
な
ど
、
歩
い

て
生
活
で
き
る
環
境
が
見

込
め
る
地
域
へ
の
移
設
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
、
新
た
な
市
営

住
宅
を
整
備
す
る
計
画
は

な
い
が
、
新
た
な
市
営
住

宅
の
建
設
計
画
を
検
討
す

る
際
に
は
、
立
地
場
所
の

利
便
性
も
重
要
な
検
討
事

項
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

現
在
の
入
居
状
況
は
。

　
　

現
在
の
管
理
戸
数
は
、

政
策
空
家
64
戸
を
含
め
て

３
６
４
戸
で
あ
り
、
入
居

戸
数
は
２
６
５
戸
で
全
体

の
入
居
率
は
73
％
で
あ
る
。

　
　

入
居
希
望
の
低
下
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　

住
宅
の
老
朽
化
に
よ

る
居
住
環
境
の
魅
力
の
低

下
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

な
い
た
め
上
層
階
の
部
屋

が
不
人
気
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

募
集
状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
分
か
る
よ
う
、

空
き
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

随
時
募
集
の
部
屋
は
、

現
在
は
窓
口
の
み
で
周
知

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
、
周
知
し
て
い
く
。

　
　

国
土
交
通
省
か
ら
、

保
証
人
の
確
保
が
困
難
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
入
居

で
き
な
い
事
態
が
生
じ
な

市
営
住
宅
に
つ
い
て

問問問問 答 答答

問答 答

無会派

金
収
入
額
が
不
確
定
要
素

と
し
て
大
き
い
も
の
が
あ

り
、
現
状
明
確
で
な
い
が
、

黒
字
決
算
を
維
持
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

病
院
事
業
の
５
年
度

予
算
編
成
で
の
、
特
に
投

資
に
対
す
る
考
え
方
は
。

　
　

新
棟
建
設
及
び
既
存

不
適
格
改
修
工
事
に
関
す

る
予
算
を
計
上
予
定
で
あ

る
。

　

新
棟
建
設
等
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
設
計
業

務
の
事
業
者
選
定
に
係
る

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

４
年
10
月
に
行
い
、
11
月

に
契
約
を
締
結
し
た
。

　

既
存
不
適
格
の
改
修
工

事
は
、
７
年
度
の
新
棟
建

設
完
了
時
ま
で
に
終
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
５
年

度
か
ら
順
次
進
め
て
い
く
。

　
　

５
年
度
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

　
　

市
長
就
任
１
期
目
の

最
終
年
度
と
な
る
。
こ
れ

ま
で
蒲
郡
市
民
憲
章
を
原

点
と
し
て
施
策
を
展
開
し
、

特
に
「
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス

ト
」
と
し
て
、
教
育
環
境
、

子
育
て
支
援
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
き
た
。

　

４
年
度
は
「
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
未
来

投
資
型
予
算
」
と
名
付
け

未
来
投
資
を
ス
タ
ー
ト
し
、

次
年
度
以
降
さ
ら
に
進
め

て
い
く
。

　

ま
た
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

シ
テ
ィ
を
進
め
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
Ｇ

Ｘ
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

等
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

病
院
事
業
会
計
に
つ

い
て
、
４
年
度
の
決
算
見

込
み
を
伺
う
。

　
　

経
常
損
益
は
、
補
助

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て

問答答 問

問答

自民党市議団
大場康議

自民党市議団
青山義明

無会派
柴田安彦

市営住宅

市民病院

市政クラブ
竹内滋泰

ど
利
用
が
な
い
た
め
で
す
。
今

後
は
備
品
倉
庫
と
し
て
利
用
の

予
定
で
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
５
年
３
月
に
完
了
す
る
武

道
館
の
工
事
で
は
、
耐
震
化
に

加
え
、
競
技
場
床
面
の
改
修
、

空
調
機
の
設
置
等
の
施
設
改
善

が
行
わ
れ
、
受
益
者
負
担
の
観

点
か
ら
も
利
用
者
に
応
分
の
費

用
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

や
む
を
え
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
原
価
計
算
に
加
え
他

市
と
の
均
衡
等
を
考
慮
し
た
も

の
で
あ
り
、
利
用
者
に
も
十
分

理
解
を
得
ら
れ
る
と
判
断
す
る
。

た 

だ
し
、  

公
布
の
日
か
ら
４
月

１
日
以
後
の
利
用
許
可
を
受
け

た
者
か
ら
は
、
改
正
後
の
条
例

に
定
め
る
額
の
使
用
料
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。

文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

本
条
例
案
は
４
月
１
日
の

施
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
施
設

の
利
用
予
約
は
い
つ
か
ら
開
始

と
な
る
か
。

答　

条
例
上
、
施
設
の
予
約
は

２
か
月
前
か
ら
可
能
な
た
め
、

２
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問　

武
道
館
会
議
室
を
廃
止
す

る
理
由
は
。
ま
た
、
廃
止
し
た

後
の
部
屋
の
利
用
予
定
は
。

答　

会
議
室
と
し
て
、
ほ
と
ん 

　

奥
林
児
童
遊
園
地
の
位
置
を

  「
竹
谷
町
神
田
35
番
４
」
か
ら

  「
竹
谷
町
道
泉
９
番
１
」
に
移

転
し
ま
す
。

●
文
教
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

移
転
す
る
奥
林
児
童
遊
園

地
に
は
、
ど
の
よ
う
な
遊
具
を

置
く
予
定
か
。

答　

元
は
塩
津
北
保
育
園
の
園

庭
で
し
た
の
で
、
使
え
る
も
の

は
流
用
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

丸
型
う
ん
て
い
と
鉄
棒
は
そ
の

ま
ま
残
し
、
滑
り
台
は
場
所
を

移
し
て
使
用
し
ま
す
。
土
管
や

登
り
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な

ど
は
撤
去
し
、
ブ
ラ
ン
コ
も
撤

去
し
ま
す
が
、
新
し
い
ブ
ラ
ン

コ
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

（
第
85
号
議
案
）　

　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
館

の
大
規
模
改
造
工
事
に
よ
る
施

設
及
び
設
備
器
具
の
更
新
に
伴

い
、
使
用
料
の
改
定
等
を
行
う

も
の
で
す
。
改
定
の
内
容
は
次

ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
武
道
館
会
議
室
を
廃
止

し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
す
。

容
と
な
っ
て
お
り
、
妥
当
で
あ

る
。

反
対
思
想
、
信
条
、
宗
教
に
関

す
る
個
人
情
報
の
収
集
制
限
規

定
が
な
く
な
る
等
、
現
在
の
条

例
よ
り
後
退
す
る
部
分
が
あ
る
。

ま
た
、
要
配
慮
個
人
情
報
に
関

し
、
社
会
的
差
別
の
恐
れ
の
あ

る
個
人
情
報
を
条
例
で
追
加
し

て
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現

在
の
と
こ
ろ
市
で
は
収
集
し
て

い
な
い
の
で
必
要
な
い
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
消
極
的
な
姿
勢

は
改
め
る
よ
う
求
め
る
。

●
児
童
遊
園
地
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改 

　
正

（
第
84
号
議
案
）

●
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

　
法
律
施
行
条
例
の
制
定

（
第
83
号
議
案
）

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
条
例
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

き
た
本
市
の
個
人
情
報
の
取
扱

い
を
令
和
５
年
度
か
ら
同
法
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
た
め
、
同

法
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

こ
れ
ま
で
の
条
例
に
よ
る

取
扱
い
か
ら
の
変
更
点
は
何
か
。

答　

基
本
的
な
部
分
は
こ
れ
ま

で
の
取
扱
い
が
踏
襲
さ
れ
ま
す

が
、
一
部
変
更
点
も
あ
り
ま
す
。

　

大
き
く
３
点
述
べ
る
と
、
１

点
目
は
、
条
例
で
規
定
し
て
い

る
事
項
の
う
ち
、
法
律
で
規
律

さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
思
想
、

信
条
、
宗
教
に
関
す
る
個
人
情

報
等
、
い
わ
ゆ
る
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
情
報
の
収
集
制
限
の
規
定
が

法
律
で
は
規
律
が
さ
れ
な
い
等

が
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
務
を
開
始
す
る
と
き

は
、
こ
れ
ま
で
個
人
情
報
取
扱

事
務
登
録
簿
に
登
録
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
個
人
情

報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
・
公
表

す
る
取
扱
い
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
蒲
郡
市
個
人
情

報
保
護
審
議
会
の
役
割
が
縮
小

さ
れ
、
法
律
の
解
釈
・
運
用
や

監
視
等
を
行
う
組
織
が
国
の
個

人
情
報
保
護
委
員
会
に
一
元
化

さ
れ
ま
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
活
発
化
す
る
官
民
や
地
域

の
枠
を
超
え
た
デ
ー
タ
利
活
用

に
対
応
す
る
た
め
、
別
個
の
法

令
に
よ
る
規
律
に
よ
り
生
じ
て

き
た
旧
法
制
の
不
均
衡
・
不
整

合
を
是
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
律
で
許
容
さ
れ
る
範
囲
内
で

市
独
自
の
規
定
を
設
け
る
な
ど
、

個
人
情
報
の
保
護
に
資
す
る
内

反
対
柔
道
場
や
剣
道
場
の
専
用

利
用
は
、
一
番
利
用
の
多
い
夜

間
で
は
９
０
０
円
も
上
が
る
。

年
金
が
下
が
る
一
方
、
物
価
が

ど
ん
ど
ん
高
く
な
り
、
実
質
賃

金
も
下
が
っ
て
市
民
の
生
活
は

苦
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
と
き
に
市
民
の
健
康
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組
の
場
で

あ
る
武
道
場
の
値
上
げ
を
す
る

べ
き
で
は
な
い
。

 

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

　
推
薦

（
第
87
号
議
案
）

　

委
員
水
藤
典
子
氏
の
任
期
が

令
和
５
年
３
月
31
日
に
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
同
氏
を
引
き
続

き
、
ま
た
委
員
鈴
木
祥
司
氏
が

同
日
に
辞
任
す
る
こ
と
に
伴
い
、

與
田
智
昭
氏
を
委
員
の
候
補
者

と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
異
議
の
無
い

旨
決
し
ま
し
た
。


